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 三重県における学校等集団かぜと感染症発生動向調査によるインフルエンザ定点患者

届出の発生特性について，2000/2001年から 2005/2006年の 6シーズンに亘り分析したと
ころ，学校等集団かぜによる閉鎖措置施設数および患者数は感染症発生動向調査により

把握しているインフルエンザの流行規模を必ずしも反映しておらず，また，インフルエ

ンザの流行の検出感度は感染症発生動向調査の方が優れていた．しかしながら，シーズ

ンを通じた集団かぜの発生時期は，インフルエンザの流行に対し同時期または 1 週程度
先行することが明らかとなった．  
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はじめに 

学校等においてインフルエンザまたはインフ

ルエンザ様疾患が集団発生した場合（以下「集

団かぜ」という．）には，蔓延防止のため直ちに

休校，学年または学級閉鎖措置を講じることが

規定されている 1)．この集団かぜの措置内容，

患者数，欠席者数等は保健所ごとに集計され，

厚生労働省に週単位で報告されるほか，県では

2000/2001年（以下「2000/01年」と略記し，他
も同様）からデータベースを作成し，保存管理

している．一方，地域のインフルエンザ流行状

況は，1979年に開始された旧感染症サーベイラ
ンス事業に引き続き，1999年 4月に施行された
感染症の予防および感染症の患者に対する医療

に関する法律（以下「感染症法」という．）2)に

基づく感染症発生動向調査事業により把握され，

データベース化されている．そこで，2000/01
年から 2005/06年までの最近 6シーズンに亘り，
両者の発生特性を比較検討したところ，若干の

知見が得られたので報告する． 
 

方 法 

１．学校等集団かぜ情報の収集方法と分析対象 

教育委員会から各保健所に報告された集団か

ぜ発生に関する情報は津保健所で取り纏められ，

データベース化されている．これをもとに県健

康福祉部健康危機管理室が報道発表を行うとと

もに，県感染症情報センター（県保健環境研究

部内）からも関係機関へ情報提供している．ま

た，収集した情報は週毎に整理し，厚生労働省

へ報告している．この 2000/01 年から 2005/06
年の 6シーズンに亘るデータベースを用い，こ
れまでに措置対象のなかった保育園および措置

数の少なかった高等学校，養護施設等を除く幼

稚園，小学校，中学校を対象に分析した． 
 
２．感染症発生動向調査事業によるインフルエ

ンザ患者届出情報の収集方法と分析対象 

国の実施要綱 3)および三重県感染症発生動向

調査事業実施要綱 4)に基づき，インフルエンザ

定点（内科 28定点および小児科 45定点）から
週毎に各保健所に届出されたインフルエンザ患

者数は，県感染症情報センター（県保健環境研

究部内）が集計し（データベース化），国へ報告

するとともに，関係機関に提供している．この

感染症発生動向調査システムによるデータベー



 

 

スを用い，2000/01年から 2005/06年の 6シーズ
ンに亘るインフルエンザ患者届出数を対象に分

析した． 
 

結 果 

１．学校等集団かぜ発生状況 

集団かぜの発生に伴い閉鎖措置を行った総施

設数は 6 シーズン合計 3,051 件で，年別では
2001/02年が最多で 814件，次いで 2004/05年の
632件であり，患者数は合計 84,509人で，年別
では 2001/02 年が最多で 25,869 人，次いで
2002/03年の 15,240人であった（表 1）．施設種
類別にみると，6シーズン合計では幼稚園が 322
件（10.6％），小学校が 2,072件（67.9％），中学
校が 657 件（21.5％）で，小学校の占める割合
が最も高かったのは 2004/05年（494件，78.2％）
で，最も低かったのは 2003/04年（219件，51.0％）
であった（表 2）．保健所管内別にみると，6シ
ーズン合計の施設数が最も多かったのは四日市

管内で 631件（20.7％），次いで津管内の 472件
（15.5％），伊勢管内の 432件（14.2％）であり
（表 2），患者数も同様に四日市管内が最多で
17,759人，次いで津管内の 13,385人，伊勢管内
の 12,158人であった（表 3）．また，6シーズン
合計の患者発生率（在籍者千人当たり患者数）

が最も高かったのは，熊野管内で 168.8 人，次
いで尾鷲管内の 105.3人，伊勢管内の 76.3人で
あった（表 5）． 
２．感染症発生動向調査事業によるインフルエ

ンザ患者届出状況 

インフルエンザ患者定点当たり届出数を保健

所管内別にみると，6 シーズン合計では尾鷲管
内が最も多く 2,478人，次いで鈴鹿管内の 1,593
人，桑名管内の 1,531 人であった．シーズン別
では最も規模の大きかったのは 2004/05 年の
383人で，次いで 2002/03 年の 234 人，2005/06
年の 225人であった（表 6）． 
３．学校等集団かぜ患者発生率とインフルエン

ザ患者定点当たり届出数との相関関係 

集団かぜ患者発生率とインフルエンザ患者定

点当たり届出数の週別推移を比較したところ

（図 1），集団かぜ患者の発生規模は地域のイン
フルエンザ流行状況を必ずしも反映しておらず，

また，尾鷲，熊野管内の発生状況は他管内と大

きく異なっていた．集団かぜとインフルエンザ

患者のシーズン開始時点を比較するため，集団

かぜ初発週におけるインフルエンザ患者定点当

たり週間届出数を保健所管内別にみたところ，

集団かぜ初発週がインフルエンザ定点患者届出

の初発週より先行していたのは 2000/01 年の津

管内，2002/03年の鈴鹿管内，2003/04年の松阪
管内の 5.6％であった（表 7）．一方，両者の発
生ピーク週を比較したところ，集団かぜ患者数

のピークがインフルエンザ患者定点当たり週間

届出数のそれより先行していたのは 2000/01 年
の全管内，2001/02年の伊賀，尾鷲管内，2002/03
年の伊勢，熊野管内，2003/04 年の全管内，
2004/05 年の桑名，四日市，松阪，熊野管内，
2005/06 年の桑名，津，尾鷲管内と 1 週以上先
行する割合が 53.7％を占めた（表 8）． 
そこで，週別の集団かぜ患者発生率とインフ

ルエンザ患者定点当たり週間届出数との相関を

みたところ，全県域における 6シーズン通じて
の集団かぜ患者発生率と同週のインフルエンザ

患者定点当たり週間届出数との相関係数は 0.75，
翌週とでは 0.74とほぼ同水準であったが，前週
とでは 0.60とやや低かった．同様に，インフル
エンザ定点種類別に相関をみたところ，内科定

点の同週との相関係数は 0.67，翌週とでは 0.66
であるのに対し，小児科定点の同週とでは 0.77，
翌週とでは 0.75と，小児科定点との相関がやや
高かった．また，保健所管内，シーズン別にみ

ると，集団かぜ患者発生率と同週のインフルエ

ンザ患者定点当たり週間届出数との相関係数は

0.06～0.95，翌週とでは 0.17～0.96 とばらつき
がみられ（表 9，10），翌週との相関係数が同週
とのそれを上回ったのは延べ 26件（43.3％）で，
2000/01年，2003/04年では 2000/01 年の尾鷲管
内以外は全て上回り，シーズンにより傾向が異

なっていた（表 11）． なお，小児科定点につい
ても同様の傾向がみられた（表 12～14）． 
 

考 察 

 本研究では，2000/01年から 2005/06年の 6シ
ーズンに亘る集団かぜとインフルエンザ患者の

発生特性を比較し，集団かぜの発生状況とイン

フルエンザの流行状況の関連性を検討した． 
インフルエンザ患者定点当たり届出数は

2004/05年が最多で，次いで 2002/03年が多かっ
たのに対し，集団かぜ患者発生率は 2001/02 年
を最大に，その後は横這いとなっており，両者

の発生規模は一致していなかった．この一因と

して，インフルエンザ患者の年齢層が 2000/01
年では 3～5歳児，2002/03～2003/04年では 4歳
児，2004/05年では 5～6歳児，2005/06年では 5
歳児を中心とする幼児の占める割合が高かった

のに対し，2001/02 年では 7 歳児を中心とする
学童の占める割合の高かったことが，集団かぜ

の措置対象施設の中心となる小学校での措置施

設数，患者数の増加に繋がったものと考えられ



 

 

た．加えて，2004/05 年が施設種類別措置数で
小学校の占める割合が最も高かったにも拘らず，

患者数が相対的に高くならなかったのは，措置

時点の罹患状況が施設流行の全容を表すもので

ないことに因ると考えられ，措置施設数が

2001/02 年に次いで多かったことから，インフ
ルエンザの流行規模が大きく，より早期に措置

対応が執られたことが推察された．なお，

2002/03 年からインフルエンザ迅速診断キット
が普及したことにより，インフルエンザと診断

された人数も多数把握されるようになり，

2002/03 年以降最も多かったのは 2004/05 年で，
次いで 2005/06，2002/03，2003/04年の順に多く，
インフルエンザ患者定点当たり届出数よりむし

ろ措置施設数の動向に相応していた． 
また，集団かぜ患者数を保健所管内別にみる

と，6シーズン合計では四日市管内（17,759人）
が最多で，次いで津（13,385人），伊勢（12,158
人），松阪（9,727 人），鈴鹿（8,940 人），桑名
（8,477人），伊賀（7,510人），熊野（4,149人），
尾鷲管内（2,404 人）の順に多く，シーズン別
でも四日市管内が 2000/01 年を除く 5 シーズン
で最多であった．一方，幼稚園，小学校，中学

校の総在籍者数をみると四日市管内が最多で，

次いで津，伊勢，鈴鹿，桑名，松阪，伊賀，熊

野，尾鷲管内の順に多いことから，管内別の発

生数は概ね当該地域の学校数，所属人数の規模

が反映されるといえる（表 4）． 
集団かぜとインフルエンザ定点患者届出の初

発時期を比較したところ，ほとんどのシーズン，

保健所管内でインフルエンザ定点患者届出が先

行していたが，発生のピーク時期を比較すると，

逆に集団かぜ患者数が先行していた．そこで，

週別の集団かぜ患者発生率とインフルエンザ患

者定点当たり週間届出数との相関をみたところ，

集団かぜ患者発生率がインフルエンザ患者定点

当たり週間届出数に対し同週または 1週程度先
行することが明らかとなった．また，インフル

エンザ定点患者届出が全年齢層を対象としてい

ることから，インフルエンザ患者定点当たり週

間届出数を受診者の年齢層が異なる内科定点と

小児科定点とに分けて比較したところ，内科定

点より小児科定点のほうが高い相関を示した．

この結果は，インフルエンザの流行を増幅する

場所は子ども達が狭い教室で集団生活を行う学

校であり，感染した学童がインフルエンザウイ

ルスを家庭に持ち込み，社会にその流行を拡大

するという報告 5)を支持するものであり，予防

には子どもだけでなく家族へのワクチン接種も

重要といえる．現在，三重県感染症情報センタ

ーホームページでは集団かぜとインフルエンザ

の患者発生状況等の情報をリンクし，注意喚起

を行っているが，学校等施設における閉鎖措置

をより有効に実施できるようさらなる活用方法
6)を検討する．また，シーズンによって集団か

ぜが先行する程度に差があることや，尾鷲，熊

野保健所管内での集団かぜとインフルエンザの

発生状況が他管内と異なっていることについて

も検討する必要がある． 
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シーズン 休校数 学年閉鎖校数 学級閉鎖校数 総施設数 患者数 

2000/01年 2000/12/11 ～ 2001/3/21 10 75 102 187 5,980

2001/02年 2001/11/30 ～ 2002/3/20 11 327 476 814 25,869

2002/03年 2002/12/5 ～ 2003/3/19 14 181 293 488 15,240

2003/04年 2003/11/27 ～ 2004/3/16 10 167 252 429 13,050

2004/05年 2005/1/17 ～ 2005/3/23 25 257 350 632 12,694

2005/06年 2005/12/14 ～ 2006/3/22 11 175 315 501 11,676

81 1,182 1,788 3,051 84,509

年月日（日曜日～土曜日）

計

表１．集団かぜ発生状況（幼稚園、小学校、中学校）

シーズン 施設種類 桑名 四日市 鈴鹿 津 松阪 伊勢 伊賀 尾鷲 熊野 計 （％）

幼稚園 5 4 1 9 0 3 3 0 1 26 (13.9)

小学校 9 21 7 21 12 23 14 2 17 126 (67.4)

中学校 0 3 0 5 3 7 3 0 14 35 (18.7)

計 14 28 8 35 15 33 20 2 32 187

（％） (7.5) (15.0) (4.3) (18.7) (8.0) (17.6) (10.7) (1.1) (17.1) (100)

幼稚園 4 12 1 17 8 0 5 1 0 48 (5.9)

小学校 70 120 65 100 76 69 38 21 10 569 (69.9)

中学校 14 38 20 32 27 32 15 12 7 197 (24.2)

計 88 170 86 149 111 101 58 34 17 814

（％） (10.8) (20.9) (10.6) (18.3) (13.6) (12.4) (7.1) (4.2) (2.1) (100)

幼稚園 4 5 5 8 3 8 2 0 2 37 (7.6)

小学校 30 63 30 43 23 36 44 5 28 302 (61.9)

中学校 14 42 11 16 24 23 11 1 7 149 (30.5)

計 48 110 46 67 50 67 57 6 37 488

（％） (9.8) (22.5) (9.4) (13.7) (10.2) (13.7) (11.7) (1.2) (7.6) (100)

幼稚園 5 10 5 7 4 2 2 0 1 36 (8.4)

小学校 36 50 18 30 20 28 24 5 8 219 (51.0)

中学校 17 34 16 26 15 23 26 2 15 174 (40.6)

計 58 94 39 63 39 53 52 7 24 429

（％） (13.5) (21.9) (9.1) (14.7) (9.1) (12.4) (12.1) (1.6) (5.6) (100)

幼稚園 22 24 11 27 14 8 8 2 1 117 (18.5)

小学校 73 93 67 68 54 77 26 17 19 494 (78.2)

中学校 3 3 2 0 3 2 3 0 5 21 (3.3)

計 98 120 80 95 71 87 37 19 25 632

（％） (15.5) (19.0) (12.7) (15.0) (11.2) (13.8) (5.9) (3.0) (4.0) (100)

幼稚園 11 11 7 8 9 8 2 2 0 58 (11.6)

小学校 43 84 29 42 54 70 23 8 9 362 (72.3)

中学校 14 14 5 13 5 13 9 5 3 81 (16.2)

計 68 109 41 63 68 91 34 15 12 501

（％） (13.6) (21.8) (8.2) (12.6) (13.6) (18.2) (6.8) (3.0) (2.4) (100)

幼稚園 51 66 30 76 38 29 22 5 5 322 (10.6)

小学校 261 431 216 304 239 303 169 58 91 2,072 (67.9)

中学校 62 134 54 92 77 100 67 20 51 657 (21.5)

計 374 631 300 472 354 432 258 83 147 3,051

（％） (12.3) (20.7) (9.8) (15.5) (11.6) (14.2) (8.5) (2.7) (4.8) (100)

全シーズン

2001/02年

2002/03年

2003/04年

表２．集団かぜによる閉鎖措置状況

2000/01年

2004/05年

2005/06年



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

シーズン 桑名 四日市 鈴鹿 津 松阪 伊勢 伊賀 尾鷲 熊野 計

2000/01年 253 966 148 1,010 534 1,013 648 84 1,324 5,980

2001/02年 2,039 5,357 2,978 5,247 3,404 3,469 1,767 1,340 268 25,869

2002/03年 1,249 3,383 1,403 1,815 1,785 2,039 2,086 233 1,247 15,240

2003/04年 1,589 3,096 1,907 1,765 951 1,557 1,456 83 646 13,050

2004/05年 1,901 2,454 1,643 1,945 1,572 1,715 716 299 449 12,694

2005/06年 1,446 2,503 861 1,603 1,481 2,365 837 365 215 11,676

計 8,477 17,759 8,940 13,385 9,727 12,158 7,510 2,404 4,149 84,509

年 桑名 四日市 鈴鹿 津 松阪 伊勢 伊賀 尾鷲 熊野 計

2000年 23,793 39,909 25,967 31,436 22,369 27,935 20,099 4,190 4,393 200,091

2001年 23,330 39,808 25,802 30,845 22,136 27,468 19,422 4,047 4,212 197,070

2002年 23,033 39,572 25,490 30,384 21,763 26,785 18,661 3,870 4,142 193,700

2003年 22,777 39,355 25,384 30,038 21,469 26,382 17,926 3,700 4,071 191,102

2004年 22,639 39,310 25,368 29,589 21,262 25,594 17,387 3,560 3,922 188,631

2005年 22,542 39,575 25,491 29,246 21,041 25,095 16,982 3,472 3,840 187,284

計 138,114 237,529 153,502 181,538 130,040 159,259 110,477 22,839 24,580 1,157,878

※三重県勢要覧市町村統計による各年5月1日現在の数値で、私立校（園）を含む。

シーズン 桑名 四日市 鈴鹿 津 松阪 伊勢 伊賀 尾鷲 熊野 計

2000/01年 10.6 24.2 5.7 32.1 23.9 36.3 32.2 20.0 301.4 29.9

2001/02年 87.4 134.6 115.4 170.1 153.8 126.3 91.0 331.1 63.6 131.3

2002/03年 54.2 85.5 55.0 59.7 82.0 76.1 111.8 60.2 301.1 78.7

2003/04年 69.8 78.7 75.1 58.8 44.3 59.0 81.2 22.4 158.7 68.3

2004/05年 84.0 62.4 64.8 65.7 73.9 67.0 41.2 84.0 114.5 67.3

2005/06年 64.1 63.2 33.8 54.8 70.4 94.2 49.3 105.1 56.0 62.3

計 61.4 74.8 58.2 73.7 74.8 76.3 68.0 105.3 168.8 73.0

シーズン 桑名 四日市 鈴鹿 津 松阪 伊勢 伊賀 尾鷲 熊野 計

2000/01年 71 97 73 86 87 125 58 359 120 96

2001/02年 158 174 204 145 131 216 147 567 48 178

2002/03年 255 215 312 174 167 242 274 392 113 234

2003/04年 255 154 211 147 151 191 241 244 59 186

2004/05年 531 357 488 389 328 339 247 714 86 383

2005/06年 261 199 306 239 139 285 158 203 80 225

計 1,531 1,195 1,593 1,181 1,003 1,398 1,125 2,478 505 1,302

※定点当たりシーズン届出数：各シーズン36週から翌年35週までの1シーズンの定点当たり届出数

表３．集団かぜ発生時の閉鎖措置施設内患者数（幼稚園、小学校、中学校）

表４．総在籍者数（幼稚園、小学校、中学校）

表５．集団かぜ患者発生率（幼稚園、小学校、中学校在籍者千人当たり患者数）

表６．インフルエンザ患者定点当たりシーズン届出数
※



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

桑名 (8) 8 3.9 50 0.1 3 33.6 3 22.5 5 48.6 3 32.1

四日市 (13) 5 2.4 4 13.3 3 34.2 51 0.5 10 28.2 3 31.7

鈴鹿 (10) 6 1.4 4 7.1 49 - 2 5.5 3 22.3 3 50.5

津 (11) 50 - 48 - 
※ 49 0.7 51 0.4 3 10.8 3 28.9

松阪 (8) 5 0.3 51 - 
※ 51 0.3 49 - 

※ 4 14.1 50 0.6

伊勢 (11) 4 1.4 4 10.0 50 0.6 48 - 3 3.3 3 34.8

伊賀 (8) 3 0.1 50 0.1 3 29.0 3 9.4 5 5.8 3 24.9

尾鷲 (2) 8 24.0 5 16.0 3 83.0 4 30.5 4 14.5 3 39.5

熊野 (2) 6 7.5 4 3.0 3 12.5 4 2.5 4 3.0 51 0.5

全県域 (73) 50 0.1 48 0.0 49 0.3 48 0.0 3 7.4 50 0.2

※当該週のインフルエンザ患者届出数はゼロであったが，患者初発はそれ以前の週である．

2005/06年

集団かぜ
初発週

インフル
定点当たり

週間届出数

集団かぜ
初発週

インフル
定点当たり

週間届出数

集団かぜ
初発週

インフル
定点当たり

週間届出数

2000/01年 2001/02年 2002/03年

集団かぜ
初発週

インフル
定点当たり

週間届出数

保健所管内
（定点数）

表７．集団かぜ初発週におけるインフルエンザ患者定点当たり週間届出数

集団かぜ
初発週

インフル
定点当たり

週間届出数

集団かぜ
初発週

インフル
定点当たり

週間届出数

2003/04年 2004/05年

保健所管内 患者区分 2000/01年 2001/02年 2002/03年 2003/04年 2004/05年 2005/06年

集団かぜ患者数 8,9 9 5 4 6 4

インフル患者届出数 10 9 5 5 7 5

集団かぜ患者数 10 8 4 4 6 4

インフル患者届出数 12 6 4 5 7 4

集団かぜ患者数 6 8 5 3 6 4

インフル患者届出数 12 8 4 5 5 4

集団かぜ患者数 9 6 5 4 6 4

インフル患者届出数 11 6 4 5 6 5

集団かぜ患者数 9 8 4 4 6 5

インフル患者届出数 12 8 4 5 7 5

集団かぜ患者数 10 9 4 4 8 4

インフル患者届出数 11 8 5 5 8 4

集団かぜ患者数 5 5 5 4 9 4

インフル患者届出数 11 6 5 5 8 4

集団かぜ患者数 10 5 4 5 7 3

インフル患者届出数 12 9 3 6 7 5

集団かぜ患者数 9 8 4 5 7 4

インフル患者届出数 10 8 5 7 8 4

集団かぜ患者数 9 8 4 4 6 4

インフル患者届出数 12 8 4 5 7 4

鈴鹿

尾鷲

熊野

全県域

表８．集団かぜ患者数とインフルエンザ患者届出数のピーク週

津

松阪

伊勢

伊賀

桑名

四日市



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

シーズン 桑名 四日市 鈴鹿 津 松阪 伊勢 伊賀 尾鷲 熊野 全県域

2000/01年 0.5191 0.5157 0.1277 0.7206 0.4677 0.7933 0.0618 0.4729 0.7521 0.5870

2001/02年 0.9013 0.7893 0.8974 0.9133 0.9037 0.8353 0.8387 0.6292 0.7293 0.9185

2002/03年 0.8303 0.9096 0.9268 0.8706 0.8483 0.7194 0.8823 0.7068 0.7913 0.9052

2003/04年 0.6411 0.7488 0.4813 0.6813 0.6128 0.6950 0.6668 0.7423 0.4550 0.6985

2004/05年 0.8286 0.9375 0.8960 0.8645 0.8434 0.8887 0.9140 0.8370 0.6582 0.9138

2005/06年 0.9512 0.8654 0.9181 0.8237 0.9495 0.9215 0.7659 0.7510 0.5704 0.9186

シーズン 桑名 四日市 鈴鹿 津 松阪 伊勢 伊賀 尾鷲 熊野 全県域

2000/01年 0.7446 0.7806 0.3466 0.8634 0.6860 0.8756 0.1728 0.4375 0.8847 0.8226

2001/02年 0.6431 0.6532 0.8265 0.8048 0.8442 0.7185 0.8287 0.7812 0.5659 0.8456

2002/03年 0.6409 0.6516 0.7272 0.6731 0.6570 0.6954 0.7216 0.4514 0.5504 0.7139

2003/04年 0.8255 0.9621 0.8035 0.8955 0.8905 0.9528 0.9175 0.7923 0.7467 0.9324

2004/05年 0.9212 0.9062 0.8426 0.9229 0.8649 0.8472 0.7782 0.6645 0.7697 0.9457

2005/06年 0.8504 0.6949 0.7077 0.8271 0.8009 0.7936 0.5538 0.6862 0.5132 0.7948

シーズン 桑名 四日市 鈴鹿 津 松阪 伊勢 伊賀 尾鷲 熊野 全県域

2000/01年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○

2001/02年        ○   

2002/03年           

2003/04年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2004/05年 ○   ○ ○    ○ ○

2005/06年    ○       

シーズン 桑名 四日市 鈴鹿 津 松阪 伊勢 伊賀 尾鷲 熊野 全県域

2000/01年 0.5412 0.4990 0.0922 0.7031 0.5058 0.8026 0.0422 0.4946 0.7366 0.5762

2001/02年 0.9078 0.7693 0.8938 0.9135 0.8907 0.8437 0.8357 0.6498 0.7032 0.9195

2002/03年 0.8455 0.9079 0.9275 0.8776 0.8567 0.7323 0.8770 0.7193 0.8115 0.9092

2003/04年 0.6439 0.7421 0.4581 0.6736 0.6330 0.6634 0.6633 0.7215 0.4253 0.6904

2004/05年 0.8539 0.9251 0.8980 0.8719 0.8434 0.9069 0.9117 0.8273 0.7509 0.9231

2005/06年 0.9553 0.8750 0.9270 0.8088 0.9515 0.9131 0.7746 0.7656 0.5689 0.9201

シーズン 桑名 四日市 鈴鹿 津 松阪 伊勢 伊賀 尾鷲 熊野 全県域

2000/01年 0.7433 0.7738 0.2942 0.8642 0.7031 0.8871 0.1802 0.4615 0.9158 0.8201

2001/02年 0.6374 0.6292 0.8360 0.8124 0.8479 0.7171 0.8247 0.8270 0.6949 0.8449

2002/03年 0.6671 0.6384 0.7351 0.6786 0.6577 0.6740 0.7277 0.5040 0.5426 0.7198

2003/04年 0.8403 0.9639 0.7948 0.9074 0.8890 0.9429 0.9153 0.7165 0.6732 0.9326

2004/05年 0.9216 0.8850 0.8390 0.9250 0.8417 0.8221 0.7574 0.6466 0.8069 0.9381

2005/06年 0.8653 0.6896 0.7195 0.8217 0.8103 0.8119 0.5523 0.7382 0.5017 0.8051

シーズン 桑名 四日市 鈴鹿 津 松阪 伊勢 伊賀 尾鷲 熊野 全県域

2000/01年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○

2001/02年        ○   

2002/03年           

2003/04年 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○

2004/05年 ○   ○     ○ ○

2005/06年    ○       

表14．表13の相関係数が表12のそれを上回った保健所管内

表９．集団かぜ患者発生率（在籍者千人当たり）と同週のインフルエンザ患者全定点当たり週間届出数との相関係数

表10．集団かぜ患者発生率（在籍者千人当たり）と翌週のインフルエンザ患者全定点当たり週間届出数との相関係数

表12．集団かぜ患者発生率（在籍者千人当たり）と同週のインフルエンザ患者小児科定点当たり週間届出数との相関係数

表13．集団かぜ患者発生率（在籍者千人当たり）と翌週のインフルエンザ患者小児科定点当たり週間届出数との相関係数

表11．表10の相関係数が表9のそれを上回った保健所管内






